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2. 女性過活動勝脱の諸症状に対する牛車腎気丸の安全怯
有用性とアドヒアランスとの関連性について
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【目的】牛車腎気丸の過活動跨脱（OAB）に対する有用性の

報告は散見されるが、適応＼効果については一定の見解がない。

今回、女性OABに対する安全性、有用性を西洋医勃句アプローチ

で評価し、効果と治療継続率との関連性老検討した。

。す象および方法】対象は、下部尿路症状（LUTS）を主訴に

受診し、 OABと診断され、牛車腎気丸を投与された女性52例口

選択基準は、 IPSS乙8、QOLIndex孟2とし、除外基準は、

残尿孟 100ml、神経因性勝脱、尿路感染症、尿路悪性腫蕩、

妊婦、骨盤内湖搬療法後とした。牛車腎気丸（7.5g/日）を

証に関わらず8週間投与し、 LUTS、QOLをプロスペクティブ

に評価したロ言羽田頭目は、尿意切迫感の程度・歩鹿夏、排尿回数、

IPSS、QOLindex、残尿量とし、 WetOABにはICIQ-SFを追加

した口また、治療継続期間についてレトロスペクティブに

評価し、有用性との関連性を検討したc

C結果】 44例が評価可能で、平均年齢68歳であったD 結果は、

著効7%、有効 18%、やや有効27%、不変41%、悪化7%で

あったロ治療後、尿意切i自感は有意に改善し、昼間排尿回数は

減少したが、夜間頻尿は変化なかった口日y、WetOAB群で、は、

やや有効以上が各々 68、25%で、有意差を認めたD 残尿量は

変化なかったo 有害事象は4例で、全例軽度であったO 治療

期間は平均192日で、投与3、6、12ヵ月後の継樹列は36、18、

9%であったD 効果と治療期間との関連性は、 3、6、12カ月の

継続例中開始8週後での有効例の割合は65、旬、 100%で、

治療開始8週後での有効例は昆期間治療を継続している傾向を

認めた。

【結論】女性OABを対象にした牛車腎気力治療は、半数以上に

有効で、特に DryOABに対して安全で有用なオプションに

なると推測される。また、効果がアドヒアランスと関連する

ことから、今後、患者やOAB症！犬のデLタマイニングを構築し、

安全性、効果、アドヒアランスとの関連性老見出すことが、「証」

のみにとらわれないOAB治療の実践につながると考えるD
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